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　日本の出生数は平成28年（2016）に97万7,000

人となり、初めて100万人の大台を下回ったのも

つかの間、そのわずか３年後、令和元年（2019）

には86万5,000人とあっという間に90万人をも下

回りました。日本総合研究所によると令和２年

（2020）の出生数は84万7,000人と推計されてお

り、令和元年（2019）の大幅減からは一旦歯止め

がかかったようにみえますが、昨年のCOVID-19

パンデミックの影響が表れてくるであろう令和３

年（2021）は一気に80万人を下回る可能性がある

ことが予測されています。

　厚生労働省によると令和２年（2020）１月～10月

の妊娠届は令和元年（2019）の同期間と比較すると

コロナ禍における周産期医療～
一次医療機関に勤務する
産科医の立場から

医療法人社団弘和会　森産科婦人科病院

上田　寛人

シリーズ　ウィズコロナ

5.1％の減少となっており、令和元年（2019）１月～

12月の妊娠届は平成30年（2018）の同期間と比較する

と3.3％の減少であったことからみても、昨年の婚姻

数のさらなる減少傾向は明らかとなっています（図）。

長引く経済活動の停滞による労働環境の悪化は、非

正規労働者の雇用から既に大きな影響が表れてきて

おり、コロナ禍による少子化の加速が危惧されます。

　生殖可能年齢の女性人口が既に大幅減となってい

ることから、残念ながらコロナ禍以前より少子化の

流れ自体は既定路線となっています。コロナ禍によ

平成18年（2006）旭川医科大
学卒、周産期医療が専門です。
昨年は学会が全てオンライン
開催となり、医師になって初
めて一度も道外に出ることな
く過ごしました。移動のコス
トと時間が節約できて良い反
面、旅に出られない寂しさを
感じています。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 合計 

令和 2年 82,864 71,495 78,409 75,610 67,322 66,761 69,341 68,559 71,865 74,993 727,219 

累計 154,359 232,768 308,378 375,700 442,461 511,802 580,361 652,226 727,219 

令和元年 84,043 74,764 75,468 75,874 81,737 70,833 77,811 72,903 72,600 80,283 73,362 77,195 916,873 

累計 158,807 234,275 310,149 391,886 462,719 540,530 613,433 686,033 766,316 839,678 916,873 

平成 30年 86,979 77,960 82,738 77,485 84,538 75,420 76,666 77,622 69,805 84,550 77,796 76,618 948,177 

累計 164,939 247,677 325,162 409,700 485,120 561,786 639,408 709,213 793,763 871,559 948,177 

対前年増減数（月別）

＜2－元＞ 

△ 1,179 △ 3,269 2,941 △ 264 △ 14,415 △ 4,072 △ 8,470 △ 4,344 △ 735 △ 5,290

対前年増減数（累積）

＜2－元＞ 

△ 4,448 △ 1,507 △ 1,771 △ 16,186 △ 20,258 △ 28,728 △ 33,072 △ 33,807 △ 39,097

対前年増減率（月別）

＜2/元＞ 

-1.4% -4.4% 3.9% -0.3% -17.6% -5.7% -10.9% -6.0% -1.0% -6.6%

対前年増減率（累積）

＜2/元＞ 

-2.8% -0.6% -0.6% -4.1% -4.4% -5.3% -5.4% -4.9% -5.1%

（参考）対前年増減率

（月別）＜元/平 30＞ 

-3.4% -4.1% -8.8% -2.1% -3.3% -6.1% 1.5% -6.1% 4.0% -5.0% -5.7% 0.8% 

(参考)対前年増減率

（累積）＜元/平 30＞ 

-3.7% -5.4% -4.6% -4.3% -4.6% -3.8% -4.1% -3.3% -3.5% -3.7% -3.3%
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図　「厚生労働省報道発表資料」より
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る少子化の加速をできる限り抑制するための政策が

求められており、経済支援を含め、若い世代が安心

して結婚、出産、子育てができる社会環境を構築す

ることが不可欠と思われます。政府は児童手当の特

例給付の廃止を検討しているようですが、このよう

な時勢にあって少子化対策と矛盾した政策は見直す

べきではないでしょうか（待機児童問題の解決を図

る財源は別なところから確保するべきだと思いま

す）。医師会としても、少子化対策について具体的な

提言をしていく必要があると考えます。

　私の勤務地である旭川市では、昨年11月末から市

内医療機関２施設においてメガクラスターが発生

し、一時は連日報道番組のトップニュースに登場す

る事態となりました。そのうち１施設は当地域の総

合周産期センターを担っており、一時的に道北地区

は周産期医療崩壊の危機に直面しましたが、域内の

産科医療施設間での緊密な連携により、大きな混乱

を来すことなくクラスターの収束まで持ちこたえる

ことができました。

　勤務先の森産科婦人科病院は、旭川市および近隣

市町村の周産期医療における一次医療を主に担当し

ており、令和２年（2020）の年間分娩者数は970人

でした。旭川市内の産婦人科施設で分娩取り扱いを

中止した施設があったことや、クラスター発生にと

もなう転院患者の受け入れなどがあったため、結果

的に分娩数は令和元年（2019）と比較して微増（ほ

ぼ横ばい）となりました。そのためコロナによる分

娩数の減少といっても今のところ実感はないのです

が、見慣れた産科での風景はこの１年で大きく変

わったように思います。まず当院では妊婦健診での

家族同伴が禁止となりました。エコーのモニターに

映った胎児４Ｄエコーを見て妊婦さん以上に興奮す

る夫や、逆にいかにも興味なさそうに連れてこられ

た感満載の夫、にぎやかな子供たちの姿が見られな

くなりました。産科医としての業務内容は大きく変

わりないので、外来の流れとしてはスムーズになっ

た気もしますが、何だか寂しいものです。そのほか

にも家族同席でのお祝い膳の中止（現在は部屋食で

本人のみに提供）、アロマサービスの中止、両親学

級など各種教室の中止がどんどん決まっていきまし

た（写真１～３）。そして昨年12月からはついに分

娩時の家族立ち合いも一切禁止となりました。妊婦

さんにとって信頼する家族の精神的サポートはとて

も心強いものであり、実際に立ち合い出産を希望さ

れる方は多くいらっしゃいます。また、我々医療者

にとっても重要な局面（例えば分娩停止や胎児機能

不全などで緊急帝王切開を決めなければならない場

合や、分娩時出血多量で輸血を要する場面など）で

の情報伝達において助けられることも多いのです

が、本人が決断できない、または意思疎通そのもの

が困難な場面での家族協力が得られなくなってしま

いました。状況が許せば電話でのインフォームドコ

ンセントや、テレビ電話を利用したオンライン立ち

合い出産を試みるケースもありますが、現場の緊迫

感が十分伝わらないことがある上に、プライバシー

や安全性の問題もあり全てのケースで行うことはで

きないのが現状です。

　産科を専門としてから、日常としてきた環境がこ

うもあっさり変わってしまうものかと愕然とすると

ともに、今後コロナ禍が収束したとしても全てが以

前と同じには戻らないような気もしています。一産

科医としてできることは微力ですが、今できること

として、院内感染防止の取り組みを徹底するととも

に、このような状況の妊婦さんの不安にできる限り

寄り添うことができるよう、スタッフと一丸となっ

て取り組んでいきたいと思っています。

写真１　キッズスペースと絵本スペースを併設した当院ロビー 写真２　お祝い膳（現在は部屋食にて本人にのみ提供） 写真３　当院エステフロアにおけるアロマテラピー


